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    〈ワークショップ〉 

今年２月（２０１３年２月）、市長より諮問され

た「信太山市有地保全活用検討委員会」が「基本

方針」を答申しました 
 それによると、信太山丘陵の特性を踏まえて、 
① 自然と歴史を継承  
② 自然と織り成す里山的環境を再生 
③ 多様な生物の生息・生育環境を守る。 として、 
市民の憩いの場、自然体験の場、環境学習の場と

して整備する。その事業を進めるにあたって公民

協働による息の長い取り組みをすすめると示して

います。 

 
 
そして、基本方針の具体化のために、市、専門

家、公募市民からなるワークショップを早急に設

置し検討をすすめることが必要であると提言しま

した。  
 この「基本方針」は私たちが求めてきた「信太

山に里山自然公園を」という願いと大筋に於いて 
同じ方向を示していると判断し、歓迎しました。 
藪化・乾燥化が進む信太山丘陵の現状を踏まえ、

答申が述べているように早急にワークショップの

開催を具体化するよう市の担当部署に要望してき

ました。 
 やっと、７月に公募があり、専門家、地元代表 
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今年も飛来したコウノトリ 
（２０１３／８／０９） 
写真：吉原（ＦＡＮクラブ） 

８月９日、１０日、１１日と大野池畔に今年

も飛来しました。足環は００２３で昨年も飛

来し、フミチャンとよばれた２０１０年生ま

れの♀です。大野池を管理する光明池水利組

合もコウノトリの飛来に大きな関心を寄せて

いるとのことです。残念ながらこれ以降の確

認はありません。 

信太山丘陵市有地の保全・活用について 
ワークショップが開催されます 

第１回 １０月２９日（火）ａｍ９：３０~ 
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も選定され、２０１３年度（平成２５年）と２０

１４年度（平成２６年）の２年間にわたって、約

９回ほどの予定で開催されることになりました。 

その第１回が１０月２９日に開催されます。 
  

〈ワークショップの会員〉 
 市が選定したワークショップの会員は以下の通

りです。 
学者・専門家（４名）  
増田 昇（大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授） 

内田 敬（大阪市立大学大学院工学研究科教授） 
巌 圭介（桃山学院大学社会学部教授） 
藤原宣夫（大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授） 

公募市民（５名） 
田丸八郎、三輪健一郎、 
梁取征弘、小松 修、花田茂義 
地元代表（３名） 
鶴山台中地区自治会代表 鶴山台西地区自治会代表 
山ノ谷自治会代表 
和泉市 （４名） 
政策企画室、環境保全課、公園課、道路課  
 
＊ 公募市民は、定員５名を超える応募があり審査

の結果数名が欠員補助となったようです。（数

字の発表はなし、事務局の調べでは３名確認） 

 

〈コンサルが確定しました〉  
株式会社 空間創建 （本社京都） 

基本構想支援事業として入札が行われ、株式会

社空間創建が決まりました。その業務として、次

のようになっています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

コンサルの任務を「基本構想支援事業」と定め、

「環境保全活動、ワークショップを開催し基本

構想を策定する」と定めているようにワークシ

ョップをはじめ基本構想策定に大きく関わると

いうことのようです。   

 

   〈ワークショプの目的〉 

 基本方針では、ワークショップの目的を次のよ

うに掲げていました。 

＊ ゾーニングの検討（植生の将来像とともに利用

や管理のあり方を踏まえたゾーニング） 

＊ 今後の管理運営形態の検討 

＊ 整備方針の検討（現地調査、保全活動、大型樹

林管理の方向性など 

 

さらに、基本方針を具体化する上で以下の課題も

ワークショップの中で検討されるものと考えられ

ます。 

＊ 必要な施設など（管理棟、駐車場、休憩所、ト

イレ、案内板、園内道路など） 

＊ 信太５号線の拡幅について 

（用地内を市道信太５号線（鶴山台～山ノ谷～ 

山荘）が通り、山ノ谷の鶴山台・信太方面への・

生活道路の役割を果たしてきた。以前の北部 

施設整備事業に際し道路の拡幅が図れていた 

経緯があり、湿地や草地の保全と拡幅の是非に

ついて検討課題がある。） 

＊ 他施設や地域との連携について（聖神社、信太

の森ふるさと館、惣ケ池、信太山野外活動セン

ター、和泉黄金塚など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泉市信太山丘陵市有地の里山的環境と生物多

様性を公民協働で守り育て、市民の憩いの場、自

然体験の場、環境学習の場として活用する都市公

園（都市林）として整備するため、平成２５年度

から自然の変化に順応的に対応しながら公民協

働による環境保全活動に息長く取り組んでいく

と共に計画段階から市民が参画するワークショ

ップを開催し、様々な意見を得ながら基本構想の

策定に取り組む。 

ワークショップに傍聴参加を 
 
と  き ： １ ０ 月 ２ ９ 日 （ 火 ）

9:30～11:30 
ところ ：和泉市役所３号館３階 
     市議会委員会室 
＊定員に限りがあります。お早めに 
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〈藪化・乾燥化の状況〉 

 信太山丘陵の里山的自然環境の特色として 

① 大阪府を代表する湿地群、②丘陵部に広がる草 

原状の草地が挙げられてきました。それらは豊か

な生物多様性を育む背景ともなってきました。 

 しかし、当該地は、防衛省と交換され市有地と

なる頃より（その準備期間をいれると今からおよ

そ１０数年以前より）放置に等しい状況におかれ

てきました。（尤も、わずかに該当地内の小径の周

辺のみは数回の刈り払いが行われてきました。）ま

た、従前は一般市民の立入が黙認され春や秋など

かなりの一般市民が立ち入ることでネザサなどの

生長を一定抑えることもありました。市有地化に

よる立入禁止によりそうした作用は激変し、加え

てこの間の気候温暖化の影響を受け、ネザサを始

めとする雑草・雑木の生長は著しく、コナラやア

ベマキ、自衛隊の植樹したアラカシ・トウネズミ

モチなどは樹林を形成してきました。また、特色

の一つでもあるアカマツは松枯れがひどく（特に

２０１３年）、樹齢２０年以上の比較的高木が次々

と枯れていきました。 

 こうした影響で、かつての草原状の草地はネザ

サに殆ど覆われ、湧水湿地は、周辺の樹木の生長

に伴う地下水の吸水と蒸散の影響か湧水量が減少

し、さらに周辺からササ・雑草の侵入を受け乾燥

化がすすんでいます。かって湧水湿地であったと

ころがすでにササ原化したところもあります。 

 基本方針で示した「里山的環境の再生」の大き

な課題はササ原化・薮化・乾燥化をどうくい止め、

遷移後退（以前の植生に再生する）させることで

あろうと思います。できれば、草地や湿地は少な

くとも２０年、願わくば３０年位以前の状況に再

生することを目標にできたらと考えています。 

 ワークショップでの課題として、植生の将来像

に関わってゾーニングの中で十分検討され、共通

ること 

 

 

 

 

認識となることが特に大切だと云えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈ワークショップでの検討と 

保全のための協議会の設置を〉 

 基本方針では、ワークショプでの具体化の検討

と保全活動の必要性を認め、現地での調査活動と

実験的に保全活動を行いながら検討と一体的にワ

ークショップを運営すると掲げています。 

また、「保全活動を担うＮＰＯも公園づくりの協働

の一員と位置づける」としています。 

 そこで、これから始まるワークショップでは、

植生の将来像を見ながら保全作業の方向性を示し、 

その方向性に基づいて保全作業を計画し、作業を

実地し、その結果を記録していくことが組織的・

計画的に行われることが大切ではないかと考えま

す。そのために、基本方針で示されているように

市とＮＰＯなど保全に参加できる団体などで協議

会をつくり、ワークショップと連携をすすめ、保

全計画や実施、結果や順応的変化を共有していく

ことがとても重要なことだと考えます。 

ワークショップと併行して保全を実行するため

の協議会の設置を求めていきたいと思います。 

             （文責 花田） 

藪化・乾燥化・松枯れなど急がれる保全作業 

ワークショップと連携して保全のための協議会を！ 

 
かっての草原が２ｍ近いササに覆われている 

     写真：２０１３年５月 
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惣ケ池湿地の保全作業 
―２０１３年１０月１２日― 

ＮＰＯ法人信太の森ＦＡＮクラブは、大阪みどりの

トラスト協会が管理している惣ケ池湿地の保全作業

に協力している。 
里山自然公園を求める信太山丘陵市有地の保全活

動への準備の一環として、作業のノウハウを体験して

いる。 
 （毎月第２土曜日午前９：００より） 

短  信 

←  惣ケ池湿地の保全作業 
―２０１３年１０月１２日― 

ＮＰＯ法人信太の森ＦＡＮクラブは、大阪みど

りのトラスト協会が管理している惣ケ池湿地の保

全作業に協力している。 
里山自然公園を求める信太山丘陵市有地の保全

活動への準備の一環として、作業のノウハウを体

験している。参加者を募っている。 
(奇数月第２水曜日、偶数月第２土曜日 

午前９：００より） 

← ナニワトンボを１０年ぶりに確認 

（２０１３／９／２２）惣ケ池湿地 
             写真：田丸 

大阪で最初に発見されたことからナニワの名を冠

する。♂の色はブルーだがアカトンボの仲間。 
この日、大野池でも発見したとのことであり、細々

と生き延びていたことに感激。ほぼ１０年ぶりの

ことである。準絶滅危惧種（大阪） 
  

                観 察 会 案 内 

            毎月・第４日曜日 午前９：００～１２：００ 

         集合：惣ケ池公園 正門 参加費：２００円（保険料・資料代） 

           主催：ＮＰＯ法人 信太の森ＦＡＮクラブ  問い合わせ：０７２５－４４－８４０４ 

松枯れが続く    → 
 数年前から丘陵のアカマツが枯れている。２０

１３年は特に多く、樹齢２０年前後の松が殆ど枯

れた。いわゆる松食い虫（マツノザイセンチュウ）

の被害と思われるが気候温暖化等の影響もあるの

かもしれない。倒木の危険があるものも多く、枯

木の処理も緊急の課題の一つである。 

 


